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１．はじめに
　本稿は、講義科目であり座学を基本とした、教員
養成課程の美術理論の授業に表現実技を融合させよ
うとした実践の記録と考察であり、そのための手段
として写真表現、特にポートレート撮影の実習を取
り入れたものである。大学におけるこの実践を基礎
にして、現代の日常生活において子どもたちにとっ
て非常に身近な表現手段である写真による表現のプ
ロセスを活用し、多くの子どもたちが興味を持って
取り組むことのできる図画工作科・美術科の授業題
材を開発につなげるための一考察を行いたい。
　本稿の考察対象となる稿者担当の授業「造形概論」
は、群馬大学教育学部の専門科目（半期・90 分×
15 回）であり、授業の目的は「美術作品を支える
造形理論の基礎を学び、作品の鑑賞・制作に活用で
きるようにする。また、図画工作科・美術科教育に
おいてさまざまな造形要素について扱う際の方法に
ついても考察する」（シラバス）ことであり、授業
概要は「点と線、図と地などの造形要素や、遠近法、
色彩論などの造形理論について、美術史に見られる
実作品や美術様式・運動などに言及しながら講義す
る。また、必要に応じて、造形要素の特質を理解す
るための実技も行う」（シラバス）と設定した。
2013 年度に担当した当初より、講義ではあるがで
きる限り実技を取り入れて、実感的に理論を把握で
きるように努めて来た。特に、将来的に教員として
学校教育現場で主に美術科・図画工作科の授業を担
う可能性が高い学生たちに、美術教育の現場で活用
できる理論を伝えることを目的に進めてきた授業で
ある。
　本授業においてより効果的な理論と実技の融合の
為に、2017 年度、新たにポートレート撮影実習を
取り入れた。受講生は美術専攻の 2 年生 15 名と 4
年生 1 名であり、第 3 回から 6 回にかけての 4 回の
授業を、ポートレート表現の理論学習と実習に充て
た。本稿の目的は、この実技実習が、写真の理論お
よび「造形概論」授業全体の造形理論の学習にいか
に結び付き、どのような教育効果をもたらす可能性
があるのかについて検討することである。
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　なお、稿者は美術理論・美術史を専門領域とする
が、写真表現については、写真史に関する知識をベー
スとして、写真家による実技講座等の受講によって
技能面を補完してから授業内容を構成 ･実践した。
２．「造形概論」の授業構成におけるポート 
　　レート撮影実習の位置付け
　全 15 回の授業の展開は下記のとおりである。
第１回　ガイダンス「ゆるキャラ（ぐんまちゃん）
を描く」
・記憶と造形の結びつき、記憶と描画時の手の動き
の連動について実感する。知らないと描けないが
見なくても描くことが出来る。かたちを記憶して
しまうと手の動きはそれ以前の自由な状態には戻
りにくく、解放するための方法が必要となる。
　　①記憶だけで描く
　　②数秒見てから描く
　　③じっくり見ながら描く
　　④利き手ではない手で描く
　　⑤目を閉じて描く
第２回　ガイダンス「社会におけるイメージの意義」
・一般に言語が優先でそこにかたちが結びついてい
るという概念が強いが、言語ではない視覚的なイ
メージが社会の大部分を構成していることを確認
し、言葉で説明しつくした後になお言語化できな
い部分に、造形独自の意義が存在していることに
ついて議論。
・実技としてグループでパノラマ風景画を描く。イ
メージは個人で制作するだけではなく、集団で作
り上げる物でもあることを実感する。（図 1、2）
第３回　表現行為としての写真を考える
①写真に対する意識の事前アンケート
②現状の知識と技能で人物の撮影を試行
③日本近現代写真史概観
④ポートレート写真表現の特質（アングル、構図、
光線、フォーカス位置）
⑤カメラの基本的な仕組みと撮影時の設定方法（絞
り・シャッタースピード・ISO 感度・ホワイトバ
ランス）（図 3）
第４回　ポートレート撮影実習
・理論学習の実践としてモデルの学生を撮影（屋
外・屋内）（図 4）。
図１　グループでパノラマ風景を描く
図２　4 人で描いたパノラマ風景
図３　自分の所有する撮影機器を確認する
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第５回　ポートレート撮影実習
・グループごとに「作品」としてのポートレート写
真を相互に撮影（場所は大学敷地内で自由）。
第６回　ポートレート作品講評およびふりかえり
・第 4 回・第 5 回で撮影した作品を教員が講評。
・ふりかえりのためのワークシートの記入。
第７回　見えないかたちをつかむ
・葛飾北斎の「波」の表現（「神奈川沖浪裏」等）
を中心に、近代以降の東洋・西洋の波の表現を紹
介し、人間の眼が捉えられない時間の単位で展開
する「見えない」造形を芸術家がなぜどのように
表現してきたのかを考え、見ること・記憶するこ
と・身体を動かして表現することが相互に関係す
ることを、具体的な波の表現を通じて実感する。
第８回　かたちを考える：図と地
・造形における図と地の役割とそれぞれの反転。
第９回　かたちを考える：動と静
・映画のはじまりと動的・静的な造形。
第10回　かたちを考える：セクシュアリティーと
ジェンダー
・男女とその他の性別についての芸術表現、裸体表
現：「ヌード」と「ネイキッド」の差異。
第11回　かたちを考える：加と減
・引き算・足し算で考える造形。
第12回　かたちを考える：部分と全体
・造形において部分の集合は全体とはならない。
第13回　かたちを考える：表と裏
・絵画の表側（表現・造形）と裏側（支持体・物質）
を考える。
第14回　かたちを考える：東洋・日本の空間表現
・西洋の線遠近法（透視図法）だけではない空間表
現、東洋の「三遠」「六遠」、「画の六法」（謝赫）。
第15回　まとめ
・視覚以外の感覚と身体の動き・造形を結び付ける。
実技として様々な味のチョコレートを口に含んで
その味をドローイングとして表現する。（図 5）
期末課題
・講義で紹介した、既存の美術作品（主に絵画）に
表現された情景を、自分自身で再現して写真とし
て表現する作品を踏まえ、任意の美術作品（平
面・立体・映像その他、どのようなものでも可）
を選び、自分や他の人々、物品、風景などを用い
てそれを再現し写真を撮影する。加えて制作の意
図と、再現したことで作品から発見したことを小
文にまとめる。
　なお、以上の講義内容のうち、写真に関する部分
図４　モデルを撮影しながら写真理論・実技を学ぶ
図５　「チロルチョコ」の味を造形で表現する
ポートレート写真撮影実習による美術理論と実技の融合についての試論 39
以外を構成する際には、主に、中谷至宏・小林昌廣
編『造形論のための 20 の対』（昭和堂、1999 年）、
小沢剛・塚本由晴編『線の演習　建築学生のための
美術入門』（彰国社、2012 年）を参照した。
３．ポートレート表現導入の意義
　学校教育における写真の活用については、近年多
数の研究成果が提出されている。それらにおいては
美術教育としての意義が検討され（例えば、蜂谷充
志・関本幸治「現代美術表現における写真の芸術性
と絵画性、及び、美術教育における写真表現につい
ての考察」『常葉大学造形学部紀要』15 号、2017 年
3 月）、写真によるふりかえりの効果も注目すべき
側面であろう（例えば、太目弘樹・丸山浩平・森本
康彦「タブレット端末を用いた写真による振り返り
学習法「パシャふり学習」の提案」『日本教育工学
会研究報告集』16 巻 4 号、2016 年 11 月）。また、
視覚イメージに関わるリテラシー教育としての写真
学習の役割も注目されている（例えば、中村こども
「ビジュアル・リテラシー教育と子どもの写真撮影
教室」『智場』120 号、2016 年 1 月　および、吉田
健「現代における写真リテラシー教育についての一
考察」『研究紀要（常磐会学園大学）』16 号、2016
年 3 月）。本稿もこれらと同様の文脈において、特
にポートレート写真という独自性を持って実践の報
告と考察を行うものである。
　現代の日本社会において、写真というメディアは
あまりにも人々の身近にあり、子どもたちにとって
もそれは同様である。しかし、美術科教育における
写真表現への注目は、映像表現同様に未だ十分とは
いいがたい状況である。また、教員養成課程におけ
る美術史の講義では、写真史はあまり取り扱われな
い領域となっているのではないだろうか。それが美
術科教育での鑑賞に写真作品が登場することは稀で
あることにもつながっているように思われる。従っ
て、美術科教育において写真表現の特質の把握や、
写真表現史に対する関心の惹起はいまなお必要とさ
れていることだろう。さらに写真に関する教育は、
今まさに必要とされている SNS による発信・受信
にかかわるネット・リテラシー、イメージ・リテラ
シーの教育に直結するものである。
　それでは、写真のなかでもポートレートに注目す
る意義は何だろうか。まず前提として、写真表現は
カメラという機材の使い方を理解すれば、自分の意
図によって比較的容易に表現を行うことが出来、絵
画表現のような、技能的な「苦手さ」が心的な授業
に対する障壁になりにくいということがある。その
上で、人物を対象とすることで、友人など、既知の
人物に対する印象が、撮影者によって多様であるこ
とを知ることが出来、場と人物の組み合わせによっ
てイメージは劇的に変容するというプロセスを実感
的に把握できるのである。友人のキャラクターを十
分に引き出して写真として表現するためには、表情、
ポーズ、背景、明暗、構図など、どのように工夫す
べきか、写真であれば容易に試行錯誤でき、その過
程も写真として記録される（評価の手がかり）。
　さらに、ポートレートにおいては、制作者にも作
品を構成する被写体にも受容する鑑賞者にもなるこ
とが出来、その役割が固定せずに随時入れ替わる流
動性があり、自分の得意な役割において能力を発揮
できる可能性が高いといえよう。
　ただし、カメラ機材を児童・生徒・学生側に準備
させることは困難な場合が多く、教員による準備や、
表現の追求には本来的に望ましい一眼レフ等の高
価・高機能な機材ではなく、普及しているスマート
フォンなどを活用する必要はある。
４．履修学生の写真に対する授業前の意識
　下記は、ポートレート撮影に関する授業の、事前
の写真に対する意識についてのアンケート（回答者
14 名）の結果である。なお、意図が伝わりやすく
なるように、アンケートの表記は適宜加筆修正した。
　⑴　写真を撮ることに対する意識
・好む：11 名
　思い出が記録に残せるからという理由が多数で、
他には、その瞬間の出来事を切り取ることが出来る、
日記をつける感覚で日記よりも容易だから、良い写
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真が撮れると充実感がある、どうやったら対象の物
を一番映えるように写せるか試行錯誤することが楽
しい、撮り方で対象がより良く見えるから、といっ
た回答があった。
・好まない：2 名
　上手く撮れないから、興味やこだわりがないから。
・どちらでもない：1 名
　写真について特に考えたことはない。
　おおむね写真撮影という行為に対しては身近さを
感じているようである。また、「好む」「好まない」
の双方に、少数ではあるが技能的な困難さを挙げた
学生もいた。おそらく他の多くの学生は、そのよう
な技術を必要とするような写真表現の局面を体験し
ていないということでもあるのではないか。
　⑵　写真を見ることに対する意識
・好む：13 名
　見たことがない風景を見られるから、撮影者の自
分とは違う視点を知ることが出来、気持ちや世界観
に入り込めるからといった理由が多数であった。他
には、楽しい思い出を記録してくれるから、撮影の
意図や当時の感情を思い出して他者と対話できるか
ら、他者と思い出を共有できるから、どのような加
工やアレンジができるのかを見るのが面白いから、
実物よりもきれいに撮れることがあるから、美しい
写真を見ると感動するから、といった回答が見られ
た。
・どちらでもない：1 名
　積極的に写真を見ようとしたことはない。
　撮影同様、おおむね写真を見ることは好まれてい
るようであり、多様な観点や表現に触れられること
がその理由として挙げられている。一方で、表現と
しての既存の写真作品を鑑賞するという意識は希薄
で、写真を見るという行為が特別なものとして意識
化されてはいない。写真は自分たちで撮って、自分
たちで見るものであるという意識が見られる。加
工・アレンジという視点が設定されるのもそのよう
な理由からであろう。「写真を見ること」と問いか
けられた時に、多くの学生がそこで想定するのは身
近な日常の生活において、思い出を記録して他者と
共有するための写真なのではないだろうか。美術表
現としての写真の多様性に対する注目はあまり見ら
れない。
　⑶　写真を撮られることに対する意識
・好む：1 名
　写りが良いと嬉しく見返したくなるから。
・好まない：9 名
　恥ずかしい、写真写りが悪いという理由が多数で、
他には、好ましくない・自信がない時の自分（例え
ば太っている）を残したくない、自分が何らかの形
で残るのが嫌い、自分の姿を残すことに意義を感じ
ない、写真の中の自分を見るのは気持ち悪い、といっ
た回答があった。
・どちらでもない：3 名
　自分の容姿が良かったなら好きだったと思う。集
団写真は好きである。単独であれば自然体で撮られ
たいし（恥ずかしい）、ポーズをするなら集団で撮
られたい（大人数で撮るのが好きである）。
　写真を撮る・見るということに比べて、撮られる
ことについてはあまり好まないという回答が多数で
あった。改まって単独の自分の姿を撮られるという
ことではなく、多人数で意識することなく撮影され
ることは気にならず好ましいという写真に対する意
識が反映されているのではないだろうか。
　⑷　所有している撮影が可能な機材
（複数回答可）
・スマートフォン：14 名
・コンパクトデジタルカメラ：10 名
・デジタル一眼レフカメラ：2 名
・チェキ（インスタントカメラ）：1 名
　撮影可能な機材としてスマートフォンの所有率は
100 パーセントであり iPhone の割合が高かった。
価格が高価であるということもあるが、撮影のため
の詳細な各種設定が可能なカメラを所有する学生は
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ごく少数であった。
　⑸　普段の写真を撮る頻度
　1 日に 10 回程度（多い時は 1 日に 100 枚程度）
という回答が 1 名で、1 日 2、3 回程度が 5 名、週
に 2、3 回程度が 5 名、他は月に 2、3 回程度かほと
んど撮らないという回答が 3 名であった。
　⑹　撮影の対象と目的
　出掛けた際やイベント時の記念写真（友人の誕生
日、季節ごとの風景、友人との食事、花）、日記・
記録（ペット、食事、空）、かわいいと思ったもの、
あとで見返したくなるもの、青春するため、SNS（イ
ンスタグラム・twitter・line）に掲載するため、自
作の絵画等の制作記録・客観視のため、作品制作の
ための資料。
　⑺　写真を鑑賞する機会の頻度と媒体
　ほぼ毎日 SNS で流れて来た写真を（暇があると
きに）見るという回答が多数であった。他には媒体
として雑誌・本・写真展が挙げられ、好きなモデル
の写真は新作が出るたびに見る、サファリパークの
ウェブサイトでライオンの赤ちゃんの成長記録を見
る、海外の風景をウェブサイトで見て世界旅行をし
た気分になる、思い出に浸りたい時にスマートフォ
ンのカメラロールを見返す、といった回答があった。
　写真の表現そのものではなく、情報を伝える媒体
としての写真を頻繁に見ているという現状が示され
ているといえるだろう。
　⑻　写真を SNSにアップロードする頻度と目的
　自分の状況や気に入った写真、見つけたかわいい
ものや面白いものを他者と共有したい（コミュニ
ケーションにつなげたい）際にアップするという回
答が多数見られた。その理由としては、承認欲求や
自己表現、自己の存在証明・記録といったものが見
られた。SNS へはアップロードしないという回答
は 1 名のみであった。
　写真そのものより、日常における自分の視点の共
有とそれを契機としたコミュニケーションのために、
その機能を果たすメディアとして写真が用いられて
いるということが分かる。伝達している情報や内容
が重要であり、もはやそれは「写真」であるという
意識は明確ではなくなっているのであろう。
　⑼　学校の授業や、学校外、自習などの機会に写
真の撮影・鑑賞について学んだことがある
か？
・ない：9 名
・ある：5 名
　ネットやテレビで雑学的に知ったことがあるとい
う回答が 3 名で、ワークショップに参加したことが
ある者が 1 名、大学（教育学部）のデザインの授業
で基礎的な知識を学んだことがある者が 1 名いた。
今回の履修学生に限ってだが、これだけ身近な表現
手法である写真について小中高の学校教育では特段
学ぶ機会はなかったわけである。
　⑽　美術教育において写真を学ぶことには意義が
あると思うか？
・美術に興味がない子どもから大人まで、身近にあ
る写真によって関心を引き出すことが出来る。
・カメラ 1 台で気軽に撮影できるので、ありふれた
もののなかにも光るものがあると気づき、自分で
も表現できることを知ることが出来るのではない
か。
・教育現場において生徒が撮影した 1 枚の写真は、
その生徒のすべての印象を見た人に与えるのでは
ないか。
・写真を記録と捉えるかアートと捉えるか、そのあ
いまいさを考えることで、美術に対する視野が広
がるのではないか。
・対象に対する観察力を鍛えることになる。
・簡単に記録に残すことが出来るのでいままでどの
ようなことをしてきたのかのふりかえりができ
る。
・生徒のそれぞれが撮影したとっておきの写真を鑑
賞することでさまざまな風景を知ることが出来
る。
・写真を鑑賞する時に撮影者側に立ってより多角的
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に見ることが出来るようになる。
・撮影技術の向上が美的センスの養成や、撮影対象
に物語性を与える経験が想像力を豊かにすること
につながるのではないか。
・対象の魅力を引き出す撮影の構図やアングルの工
夫によって、画面の構成力がつくのではないか。
・作品の明暗や雰囲気などのとらえ方が学べるので
はないか。
５．ポートレート撮影実習の記録と考察
　次に、ポートレートに関する 3 回の授業で撮影さ
れた写真を提示して考察を加えていくこととする。
　まず第 3 回の授業「表現行為としての写真を考え
る」では、写真とポートレートの基礎的な知識・技
能を紹介する前に、履修学生の現状の認識を確認す
るために、自由に人物写真を撮影してもらった。そ
の際には、校舎外を背景に、履修学生から 2 名にモ
デルを務めてもらい、他の学生が撮影した。使用し
た機材は、スマートフォンがほとんどであり、所有
している学生のみがデジタル一眼レフカメラを用い
た。
　多くの作例に人物および背景を斜めに配置する構
図が用いられていたのが特色であろう。また、逆光
や表情、ポーズ等に工夫した作例も見られた。しか
しポートレート写真として考えた時には、奇抜な手
法そのものの印象の強さに頼りがちなものが多く、
対象となる人物の印象を表現しきれてはいない。
　この現状確認の撮影の後に、一眼レフカメラでの
撮影を前提とした基礎的な知識や技法を紹介した。
　次に、第 4 回の授業「ポートレート撮影実習」で
は、ここまでの理論学習をもとにした実践と実地で
の実技指導として、履修学生ではない美術専攻学生
1 名にモデル役を依頼して、大学敷地内の屋外と屋
内を背景として、ポーズや場所の特性を活用したイ
メージの変化にも注目してもらいながら、撮影を
行った。一つの写真のなかで何を表現したいのか、
どのような印象を伝えたいのかを意識しながら撮影
してもらうことを意図した。そのために、モデルと
背景との距離や角度、光の当たる角度、アングルに
よる背景の整理の方法、人物写真で重要な顔の明る
さ、意図的な影（暗部）の活用、写真の印象を決定
する表情を引き出すコミュニケーションの方法など
を、教員が実際に撮影して作例を示しながら伝えた。
図６～13　学生作品（第３回授業：実習・講義開始前）
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　授業以前の作例に比べ、安定した構図が多数見ら
れ、さらにその構図も被写体を主役として撮影者の
視点が反映・工夫された表現となっている。また、
撮影者と被写体との間に、撮影意図に応じた適切な
距離が確保され、また画面全体に被写体が視認しや
すい明るさが保たれていることが分かる。
　最後に、第 5 回「ポートレート撮影実習」では、
3～4 名のグループごとに「作品」としてのポート
レート写真を、場所を大学内から自由に選択しても
らい、相互に撮影した。ここで撮影された写真は、
次週の授業内でスクリーン投影して、教員が講評し
た。
　講義・実習前と途中の作品に比べて、明らかに撮
影者ごとの多様性が示されている。より対象となる
被写体に対する自己の解釈や印象にまで踏み込んだ
表現となっているといえるだろう。
図14～27　学生作品（第４回授業：実習・講義中）
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６．実習終了後の履修学生によるふりかえ 
　　りと題材活用の可能性
　本実習を経て学生たちは何を学び、どのような教
育効果があったのだろうか。また、図画工作科・美
術科授業での活用にむけて、どのような可能性を読
み取ることができるだろうか。以下に学生によるふ
りかえりシートの記述から抜粋して確認してみたい
（回答者は 14 名）。なおシートの設問は、「今回の授
業での発見・成果について」「今回の授業で「写真」
に対する印象が変わったか」「学校教育において
「写真」を扱う意義」である。意図が伝わりやすく
なるように、ふりかえりの表記内容は適宜加筆修正
した。
・現代の情報社会では、相手に写真で物事を伝えな
ければならないこともあり、撮り方のせいで間
違った情報が伝わらないように、授業で教えるべ
きだと思う。
・これまでは撮影したものに代わり映えのない写真
が多かったが、写真のなかにストーリーを作るこ
とで、人物が画面の端にいても主役になるような
作品が作れると認識を改めた。
・被写体のための写真を撮るという意識が生まれた。
考えて撮るようになった。写真は自分が作品の被
写体になったり制作者になったりできるので面白
い。
・写真が SNS や記念のためだけのものとして留
まってしまっていてはもったいない。適当な写真
をスタンプや加工でごまかすのではなくて、自分
ももっと良い写真が撮りたくなったし、写真家が
どのような考えで活動しているかを知りたくなっ
た。
・普段生活している中にも「写真」は実はたくさん
あって、そのひとつひとつに撮影者の意図や苦労、
ボツになった多くの写真があり、厳選された 1 枚
だと思うとわくわくする。アートから写真を学ん
だり、写真からアートを学んだり、相互的な交わ
りがあってすごくおもしろかった。対象について
本当によく理解していないと最高の一枚は撮れな
いと思った。今までは何気なく見ていたポスター
などの写真にも目が留まるようになった。
・撮影者のこだわりやクセなどが分かりやすく、こ
の撮影者にはこのような傾向があると発見できる
のが面白いと思った。
・写真は対象の魅力を撮り方によって引き出すこと
が出来るので、工夫した方がより現実をとらえら
れることもあると思った。写真だからこそのリア
リティがある。
・ポートレートを撮ることで、モデルの性格や表情
をよく見ることになり、背景や環境、条件も考え
ることになり、いつもとは違う目線で人や物を見
られるので、授業で行う意味があると思う。
・被写体にも何かしらの物語があるわけでそこまで
考えてらしさを生かす撮影をすることが大切だと
考えた。
・写真を作品として成立させるためには、説得力の
ある材料と根気が必要となる。
・とりあえず何枚も写真を撮るのではなく、納得の
いく写真を時間をかけて 1 枚撮るほうがよいなと
図28～53　学生作品（第５回授業：実習・講義後）
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感じた。笑顔の写真だけでなくてもよいなと感じ
た。撮る撮られるの連携が大事だと感じた。
・写真撮影は素描などの自分で描き出す行為とは全
く違うものだと思っていたが、、美術的な活動で
あることを知った。
・ポートレート写真では、誰でも、なんでも作品の
一部になることに気づかされた。
・小学校中学年であれば、加工した写真と加工前の
写真を並べて、気づいた違うところを発表する授
業ができる。
・通学路を撮影して、いつも見ている風景が写真に
よってどう見え方が変わるかという授業ができ
る。
・撮影した写真を用いて商品や CD のジャケットを
作る授業ができる。
・自分の好きな曲やアーティストの CD のための
ジャケット作りの授業ができる。
・「○○店のオープン記念チラシに掲載する写真」
や「防災ポスターに使用する写真」などの具体的
で身近な条件を提示して撮影を行う授業ができ
る。
・小中学校はスマートフォンの持ち込みが原則禁止
の所が多く、授業には準備が必要である。
　これらの言葉から、写真の多様性のある表現とし
ての意義や、意識して撮影する写真の面白さ、対象
に対する理解を促す行為であること、教育における
効果があることなど、今回のポートレート撮影実習
のねらいはおおむね達成されていたといえるだろう。
そのことによって、学生は造形に関する理論と実技
を自己の内部で結び付けて、より深い理解に至るこ
とが出来ていたのではないだろうか。
７．おわりに
　ポートレート写真撮影は、撮影者と被写体の共同
の表現であり、双方が境目なく入れ替わって表現者
となれる性質を持っている。カメラというシステム
の支援もあって、近づきがたさを持つ「表現」を日
常にもたらし、美術への容易なアクセスを担保して
くれる。このような写真は、理論と鑑賞、実技のい
ずれの領域とも等しくかかわる表現で、美術科教育
で扱う題材として大きな可能性を持つものである。
〔附記〕
　本実習の実践と本稿執筆にあたっては、群馬大学教育学部
2017 年度「造形概論」履修者各位のご協力をいただきました。
記して厚く御礼申し上げます。
・モデル担当者：武藤花怜、飯嶋達也、岸将広
・学生作品撮影者（同被写体）：真田いくみ、天田春花、飯
嶋達也、市村彩奈、小野田楓、加藤萌絵、岸将広、清永桃
花、黒野愛莉、提橋李枝、相馬龍之介、長倉万里絵、町田
優美、松井日和、山口愛莉、山﨑紹未
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